
提
出
議
案
は
、
「
第
一
号
議

案
」
二
〇
一
九
年
度
主
な
取
り

組
み
経
過
（
案
）
、「
第
二
号
議

案
」
二
〇
二
〇
年
度
運
動
方
針

（
案
）
、「
第
三
号
議
案
」
産
別

ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
に
つ
い

て
（
案
）
、「
第
四
号
議
案
」
規

約
改
正
『
規
約
・
綱
領
・
規
定

（
規
程
）
』
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
（
案
）
、「
第
五
号
議
案
」

二
〇
一
九
年
度
決
算
報
告（
案
）

及
び
二
〇
二
〇
年
度
予
算（
案
）

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
方
針
案
の
二
〇
年
度
の

取
り
組
み
の
大
前
提
と
基
本
ス

タ
ン
ス
で
は
、
第
一
に
、「
産
別

交
渉
体
制
の
再
構
築
」
を
前
提

に
取
り
組
み
を
進
め
る
年
度
と

し
、「
統
一
回
答
問
題
」
を
法
的

に
も
、
労
使
関
係
の
在
り
方
と

い
う
意
味
で
も
決
着
を
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
日
港
協
を
し
て

「
統
一
回
答
」に
踏
み
出
す
条
件

を
整
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

第
二
に
、
安
全
、
並
び
に
雇

用
と
職
域
確
保
を
、
あ
ら
ゆ
る

取
り
組
み
の
根
幹
に
据
え
、
ユ

ー
ザ
ー
と
対
等
に
向
き
合
え
る

産
別
労
使
協
議
体
制
作
り
を
日

常
の
取
り
組
み
と
し
て
貫
く
。

第
三
に
、
組
織
強
化
を
通
年

的
な
取
り
組
み
と
す
る
。
産
別

協
議
体
制
の
強
化
を
、
港
湾
労

働
者
の
雇
用
だ
け
で
な
く
、
中

小
零
細
な
港
運
事
業
者
の
事
業

基
盤
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て

位
置
づ
け
、
行
政
や
大
手
ユ
ー

ザ
ー
が
目
論
む
港
湾
の
自
動
化

・
機
械
化
に
反
対
す
る
取
り
組

み
を
進
め
る
。
以
上
の
視
点
を

貫
き
組
み
立
て
る
こ
と
と
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

運
動
の
基
調
で
は
、
①
継
続

課
題
を
一
つ
一
つ
着
実
に
解
決

し
て
い
く
年
度
に
。
②
体
制
的

「
合
理
化
」
と
た
た
か
い
、
機

械
化
・
自
動
化
に
反
対
す
る
取

り
組
み
。
③
組
織
の
強
化
・
整

備
を
地
域
・
職
場
の
運
動
と
一

体
で
進
め
る
。
④
Ｉ
Ｔ
Ｆ
に
団

結
し
た
国
際
連
帯
の
取
り
組

み
。
⑤
国
民
的
課
題
の
取
り
組

み
。
以
上
、
産
別
労
使
交
渉
体

制
の
堅
持
と「
統
一
回
答
問
題
」

の
解
決
に
踏
み
出
す
方
向
の
追

求
を
大
前
提
に
、
五
本
の
基
調

に
取
り
組
む
こ
と
が
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
大
会
は
、
例
年
通
り
豊
橋

市
「
ホ
テ
ル

シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
」
に
て
開
催
と
な
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

開
催
方
法
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の
不

透
明
さ
、
第
二
波
、
第
三
波
へ

の
警
戒
の
観
点
か
ら
、
「
代
議

員
」
に
絞
っ
た
形
で
の
開
催
と

し
、
顧
問
、
来
賓
の
参
加
は
ご

遠
慮
い
た
だ
き
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
依
頼
す
る
。シ
ー
パ
レ
ス（
宿

泊
・
食
事
）
も
余
裕
を
持
っ
た

部
屋
割
り
と
三
密
を
避
け
る
処

置
を
取
る
こ
と
と
し
、
部
屋
数

が
不
足
す
る
場
合
は
、
近
隣
ホ

テ
ル
を
使
用
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

全
国
港
湾
第
一
三
回
定
期
大
会
は
、
九
月
二
十
九
日
（
火
）
か
ら
三
十
日
（
水
）
に
か
け
て
「
ホ
テ
ル

シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー

ト
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
定
期
大
会
に
提
出
さ
れ
る
議
案
書
（
案
）
が
、
常
任
中
央
執
行
委
員
会
、
中
央
執
行

員
会
の
議
を
経
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省

が
六
月
に
発
表

し
た
昨
年
度
の

『
過
労
死
等
の

労
災
補
償
状

況
』に
よ
る
と
、

脳
・
心
臓
疾
患

で
の
過
労
死
八
十
六
件
、
過
労

自
死
八
十
八
件（
未
遂
含
む
）が

労
災
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
二
日
に
一
人
が
認
定
さ
れ
て

い
計
算
と
な
る
。
死
に
至
ら
な

か
っ
た
人
も
含
め
、
過
労
に
よ

る
健
康
被
害
労
災
認
定
は
七
百

二
十
五
件
と
高
止
ま
り
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、『
働
き
方
改
革
』

に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
て
い
る
状

況
に
な
い
。
労
災
申
請
件
数
で

見
れ
ば
、
脳
・
心
臓
疾
患
は
ピ

ー
ク
だ
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
後

半
の
水
準
に
逆
戻
り
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
精
神
疾
患
は
当

時
と
比
べ
て
倍
増
。
女
性
が
半

数
を
占
め
、
若
者
が
多
い
の
も

特
徴
だ
▼
精
神
疾
患
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
で
更
な
る
悪
化
も
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
感
染
へ
の
不
安
を
強

く
感
じ
た
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
オ
フ
ピ
ー
ク
通
勤
な
ど
、

通
常
と
は
異
な
る
環
境
で
の
就

労
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状

況
に
よ
っ
て
、
心
理
的
ス
ト
レ

ス
も
大
き
い
。
某
団
体
が
行
っ

た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
、

通
常
勤
務
よ
り
も
長
い
時
間
働

い
て
い
た
こ
と
が
『
あ
っ
た
』

と
答
え
た
人
が
過
半
数
に
上
っ

た
。
通
勤
を
省
け
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
長
時
間
労
働
に
陥

り
が
ち
な
こ
と
は
見
落
と
さ
れ

が
ち
だ
。
働
く
者
の
健
康
を
守

る
た
め
、
職
場
の
安
全
衛
生
委

員
会
な
ど
で
、
現
状
や
課
題
を

話
し
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。

コロナ感染防止対策を充分に採り
第13回定期大会開催!?
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